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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想の酒養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

て以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の

発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第327集として、千葉県

立佐倉東高等学校部室改築工事に伴って実施した佐倉市佐倉城跡の

発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、江戸時代の佐倉藩上級武家の屋敷跡の一部が発見

されるなど、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られており

ます。

刊行に当たり、この報告書が、学術的資料として、また郷土史資

料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係諸機関、また、発掘から整理まで御

苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成10年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長中村好成



凡例

1 本書は県立佐倉東高等学校部室建設に伴う埋蔵文化財調査報告書である。

2 調査は千葉県教育委員会の指導のもと、千葉県教育庁施設課の委託を受け、財団法人千葉県文化財セ

ンターが実施した。

3 発掘調査は平成9年4月3日から 4月21日まで、整理作業は 9年4月22日から 4月30日まで、所長折

原繁の指導のもと、副所長官重行が担当した。

4 使用した地形図は国土地理院地形図1/50，000(佐倉)、佐倉市都市計画図1/10，000である。

5 挿図の方位はすべて座標北である。

6 航空写真は京葉測量株式会社平成7年撮影のものを使用した。

7 陶磁器の鑑定では豊島区調査会鈴木裕子氏に教示を得た。

8 調査及び整理作業に際しては佐倉市教育委員会、佐倉市市史編纂室、県立佐倉東高等学校、国立歴史

民俗博物館杉山晋作氏、藤尾慎一郎氏、瀬戸市埋蔵文化財センター藤揮良祐氏の協力を得た。記して謝

意を表する。
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1 調査に至る経緯

県立佐倉東高等学校木造部室の老朽化に伴い、かねてから建て替えの要望が各方面からなされていたと

ころであるが、平成7年、創立90周年を期に体育館脇の部室兼体育倉庫の隣接地に、新たに部室を建設す

る話が具体化した。対象地は佐倉城内域であり、遺構の存在する可能d性があったので、事前に県教育庁生

涯教育部文化課で試掘調査を行ったところ、遺物及び焼土遺構が認められた。そこで取り扱いについて検

討されたが、緊急性が高く、計画の中止及び建設地の変更は不可能であったので、事前の発掘調査を行い

記録保存する運びとなり、当センターが県教育庁管理部施設課の委託を受砂調査を実施した。

2 調査方法と経過(第2・5図)

調査区は部室用地、短辺5m、長辺10m、面積にして50ばである。遺構の検出面まで盛土が2m近く堆

積していたため、周辺を一回り広く掘り、段を付けて更に掘り下げる階段掘りの方法を採用した。盛土ま

では基本的に重機を用い土を除去し、以下を人力で掘り下げた。対象地を東西セクションを境に南側を 1

T区、北側を 2T区と区切り、 1T区をさらに東側を01、区側を02に2分割した。遺物は遺構に伴うもの

及び完形に近いものを除き、各区で層位ごとに一括で取り上げた。

3 遺跡の立地と環境(第1・3・4図、図版1) 

佐倉城跡の所在する地域は、鹿島川の最下流、印据沼を臨み両側を支谷により解析された馬の背状に細

長い台地上にある。対象地の北側の中学校用地内では、財団法人印膳郡市文化財センターの調査で平安時
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代の遺構が検出されている。今回の調査では古墳時代後期の土師器・須恵器が出土しており、古墳あるい

は古墳時代の集落が存在した可能性がある。城館としての利用が開始されたのは中世以降であり、千葉氏

一族の出城の鹿島城として出発した。天正末期には-E!.本格築城が試みられたが中止されている。家康の

関東入部以降は、当初千葉氏の居城だった酒々井の本佐倉城に家臣が配されていたが、土井利勝の代にな

ると家康の命により本格的に築城され、元和3年にはほぽ完成した。以降は代々明治4年廃藩置県になる

まで譜代の大名が封された。佐倉が城下町として本格的な発展をみたのは後期堀田氏になり、転封がなく

なってからである。

調査区の周辺は江戸時代の古地図によると、上級家臣団の屋敷地にあたる。高校敷地西側の現在自由広

場となっている個所には、文政年聞に三の丸御殿が建てられた。台地を東西に縦断して宮小路から追手門

を通り、本丸へ通じる広小路通りがあり、その両側に屋敷が建っていた。調査地は三の丸御殿手前の十字

路からさらに小路で東西に分かれる付近で、広小路町と下町との境近くにあたる。

佐倉城は、軍制改革に伴い明治6年には主に近辺を防備する第一軍管東京鎮台の歩兵第2連隊の駐屯地

となる。それまでいた佐倉藩の家臣は移転し、椎木町は兵舎に、三の丸御殿・広小路町周辺は練兵場とし

て造成された。そして第二次大戦後、北半側は佐倉市立佐倉中学校と植物園に、東南側は県立佐倉東高等

学校の敷地となった。また、西半部は自由広場としてほぽそのままで残されている。

4 調査区及び遺構

調査区(第5図、図版2) 

調査対象面積は、幅5m、長さ10m、面積50rrfの範囲である。しかし建物が近接し、かつ電線が埋設さ

れており、それらを避けて調査したため、実際に地山まで調査ができたのは 5割程度である。検出遺構は

明治初年の面で井戸跡1基、旧表土上部で焼土跡4基、下部で土坑が3基、柱跡2基である。

江戸時代の面の下は黒色土であり、古墳時代土師器・須恵器が出土したが、遺構は検出されなかった。

下層は井戸の調査と兼ねて 1mX2mを掘り下げたが、遺物が出土しなかったため本調査を行わなかった。

遺構

001号跡(第5図)

西端部で調査区の壁にかかって 3分の lが検出された土坑である。径1.7m程度の円形のプランになろう

か。近世表土の中位から掘込まれており、深きがO.7mほどある。床面近くから陶磁器の茶碗類が出土して

いるが、 19世紀の瀬戸産もあれば、 18世紀の伊万里、唐津碗もあり混在状態である。大形巻貝の貝殻や瓦

の出土もあり、ゴミ穴の類と思われる。

002号跡(第5図、図版2) 

調査区中央で盛土下に検出された井戸跡である。盛土下では平面的に確認していないが、南側グリッド

壁のセクションから見ると、溝状の落込みがみられるので、井戸からのびる溝があった可能性がある。

検出面での直径は1.4m、11層上面で1.2mで、そこから垂直に落ちている。深さ 3m以上は調査不能で

あった。覆土は盛土と同じ土で、多量の瓦、陶磁器、様類が投げ込まれた状態で出土した。

003号跡(第5図、図版 2)

調査区中央部にセクションにかかつて検出された土坑で、サプトレンチがあったため、半分のみが確認
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第 5図調査区及び検出遺構

された。長さ1.2mで幅や形は不明で、深さ0.2mlまどである。陶磁器類の砕片が出土した。性格は不明で

ある。

004・005号跡(第5図)

硬化した覆土をもっ円形の小土坑で、 004号跡は径0.7m、深さ0.15m、005号跡は径0.3m、深さO.lmで

ある。柱等の施設の土台跡であろう。

その他

明治初期の表土面を始めとして、範囲は確認できなかったものの複数の硬化面が認められた。・硬化面は

中央部のセクションでも明瞭にとらえられた。また焼土跡が4個所ほど旧表土中で検出された。

5 出土遺物

a磁器(第6図、図版3、表1)

1""'7は肥前産の飯茶碗である。 7は大振りで鉢ともいえるものである。 8""'13は端反りの飯茶碗で19

世紀瀬戸産である。 14""'20は湯呑み茶碗である。 14は見込みに松に亀の色絵が施されている。 20は筒形碗

である。 21"'22は無文の端反り茶碗である。 23は端反り茶碗で青磁がかった色調で五星文が押圧されてい

る。 24""'27は茶碗の蓋である。 24は広東碗風の直線的な口縁で、書斎の様子文様が描かれている。 25""'27

が端反りになる。 28は六角鉢で焼き継ぎ痕がある。 29""'32は皿である。 29は青磁の小皿、 30は青磁の菊花

皿でひび割れが激しい。焼継ぎ痕を持ち、裏面に焼継ぎマークがある。 31は折縁皿で、 32は蓮花皿である。

-4-
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b陶器(第 7・8図、図版3・4、表 1) 

33は京焼系の小形茶碗である。 34・35は肥前系で天目茶碗、 35は同じく湯呑み茶碗である。 36は卵立形

の小碗であり、相馬産かとみられる。 39・41は美濃産の鉄錆柚の施された灯明皿で、 41は受け付きである。

40は信楽系の灯明皿と思われる。 42・43は乗燭で42は「タンコロ」形、 43は容器付きのものである。 38は

鉄粕のミニチュア鍋である。 44は三島手の鉢である。 45は鉄粕・灰柚の皿である。

46""'-"49は土瓶の査である。 46では組が獅子をかたどっている。 48・49は美濃産の櫛歯文のもので、 49で

は内面に「小勘定」の墨書がある。 50は色絵の施された急須の蓋で、空気抜きの穴は貫通していない。 51

は京焼系の筒形灰吹きでほぽ完形である。 52は堺産の焼締め摺鉢である。

53""'-"59は大形の鉢である。 53・54は瓶掛型の火鉢である。 55""'-"57は手水鉢である。 53・57は底面に穿孔

され、植木鉢に転用されている。 58は植木鉢である。 59は浮文を持つ鉢で植木鉢とみられる。

cカワラケ・土器(第9図、図版4、表1)

60はススが付着し灯明皿として用いられたカワラケである。 61は精製の皿で、内外面ともよく器面が平

滑化され、底部内外面に三ツ星の黒斑がある。 62は焼塩査の蓋である。 63は瓦質の円筒形火鉢で外面に型

押文があり、一部帯状に磨かれている。 64は大形でタガを持つ火鉢で、型押文が施されている。胎土は砂

質であまり焼成が良くない。 65は浅い内耳土鍋で、残った破片から推定して中央部は平らな底になるとみ

られる。 66はカマドの掛け口にのせる台である。 67は七輪である。 68は皿形で穴があいており、七輪の部

品で「さな」とよばれるものある。 69は器台形をした火鉢の五徳で、内面上部に切欠きがみられる。七輪

の部品では、他に風口部の破片が出土している。

d石製品(第10図、図版5、表 2) 

70""'-"75は砥石である。 70・75は板状、他は柱状を呈している。 76・77は砂岩製の鋳型である。 76は投網

の錘のものである。 77は破片で砥石に転用されている。 78は片岩製の小形硯でほぽ完形である。 81は切断

されたメノウ質の石刃片の周囲を打欠いて正方形に成形したものである。使用のためかー側縁の中央部が

刃潰しされており、ガンプリントと思われる。 82は黒碁石である。

e瓦(第10図、図版5、表 2) 

多量の本瓦の破片が出土した。 79・80は巴文を持つ軒丸瓦である。

f土製品・人形(第10図、図版5) 

83は今戸人形である。 84は猿が組み合った人形で、土師質で軸がかかっている。この他、型押しの人形

の破片が若干出土している。

g金属製品・銭貨(第10図、図版5、表 2) 

85は銅製の万装具で、日本万の柄の根本につく切羽である。 86小柄の柄部分、 87は銅製の火箸で両者に

は表面に文様の痕跡がある。 88・89はキセルの雁首、 90・91は吸口である。そのほか図示していないが建

物の飾り金具類、鉄釘、包丁、鍋等の破片が出土している。

銭貨では一分銀、文久永賓のほか、判読不明の 2枚が出土した。 93の文久永費は行書体のものである。

92の一分銀には表に「一分鋳」、裏に「王(定か)常八鋳座」の文字がみられる。
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6 まとめ

調査前の対象地はアスフアルト舗装の駐車場であった。北側にはグランドがあり、造成時に削平を受げ、

調査区の南部にはその折りの盛土層が観察された。その層の下から江戸時代の層までは、東側で1.2mの盛

土があった。この盛土は江戸時代の遺物に加え、ロームのプロックを多量に含む層であった。同様の土は

井戸跡内まで入り込んでおり、盛土の形成と同時期にこの井戸が埋められたと判断される。盛土出土遺物

中にはガラス製品が寡少であり、コバルトの染付貯も皆無なので、明治初めにおこなわれた練兵場造成の

時の堆積と判断できる。井戸内の堆積状況からも一気に埋め戻されたことがうかがえる。江戸時代の層は

最上面が現地表から1.6mで、ほぽ平坦に整地されていた。出土した遺物は上層のものと同様で、造成が周

辺の地域を削つてなされたことが想定できる。旧表土中に硬化面が何層かあったが、これは度々整地が行

われていたことを示すものであろう。

出土した遺物は江戸時代後半の遺物が主で約1，200点であった。ごく限られた面積の調査である上、出土

遺物は半数は練兵場造成時の盛土からの出土であって、必ずしも屋敷地の営まれた時期や性格を反映して

いるとはいえない。ただ結果としては、盛土中と旧表土中の遺物に大きな差はなかった。

近世土器類の出土比率は表3・4のとおりである。土器類では碗類に染付げの磁器の比率(76.2%)が高

く、かつ胎土の白い高級なものが多かった。前年度調査された佐倉町屋の弥勅東台遺跡(第1図)での組

成とは異なっていた。弥勅東台遺跡は厳密にいえば寺院跡であり、陶器の比率が割合高く (44.0%)、染付

げも色のくすんだものが目立つていた。今回の結果は調査地が上級武士の屋敷地という性格を示すもので

あろう。またカワラケ・灯明具・皿類の出土が少ない点では共通していた。北側の中学校での調査でのカ

ワラケの多さとは、大きく異なる。また陶器の大形の鉢類、火鉢や水鉢が自に付く (31.9%)。なかには穴

が開砂られ、植木鉢として転用されたものもみうげられた。それらを考え合わせると今回の調査地は居住

区域というより、庭としての色彩が濃い場所であったといえよう。

また「小勘定」の墨書をもっ土瓶の蓋が出土している。「小勘定」は佐倉藩の職制の内にあるが、小役人

である。なぜこのような墨書が上級武家屋敷地で出土したのかも興味を引くところである。

特殊な遺物としてはガンフリントと思われる石器が出土していることがあげられる。プリントロック式

の銃器は17世紀に考案され、 1700年噴には主流になったもので、つい最近でもアフリカのザンピアではガ

ンフリントが製作されていたという。日本では鎖国をしていたためプリントロック式の銃器は普及の機会

を失っている。歴代藩主のなかで堀田正睦は天保の藩政改革を行い、文武を奨励し成徳書院をつくるなど、

開明的であった。西欧兵学の研究も熱心であり、成徳書院の演舞場に兵学所を設げて研究を行い、近代的

な銃器を採用している。従って何らかの理由で、例えば研究の一環として、フリントロック式銃器が持ち

込まれていた可能性も考えられる。

佐倉市内はもとより県内の近世市街地遺跡の調査はまだ緒についたところである。従来、城内だけが注

目されていたが、比較資料を得るためにも町屋の調査例が増加することが望まれる。
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表 1 出土陶磁器・土器一覧表

挿咽 番号 遺構 遺物番号 種別 器種 生産地 年代 口径 器高 底径 胎土 残存度 特徴

6 I 1 2T 1，2 磁器 碗類 小碗 肥前 18C前 8.0 4.7 3.3 灰白色 1/2 紬白濁、桐葉文・見込みに花文(商務判)

2 2T 2 磁器 碗類 小碗 肥前 18C前 8.3 4.6 3.2 灰白色 2/3 紬白濁、菊花文{萌蕩判)

3 不明 不明 磁器 碗類 碗 肥前 18C後 3.8 明灰白色 破片 網目文、見込み・台裏にも文様

4 2T 2 磁器 碗類 碗 肥前 18C前 4.3 白色 1/4 樹木文、輸剥げ

5 1T-01 2 滋器 碗類 中碗 肥前 18C末-19C前 10.0 5.5 3.4 白色 1/3 市松文

6 001 1，2，3，4，5 磁掠 碗類 中碗 肥前 17C末-18C初 10.8 6.2 4.6 白色 2/3 樹木文

7 1T-02 1.3 磁器 碗類 大碗 肥前 18C後 15.4 7.8 6.4 白色 1/2 花文、口縁内面、見込みにも施文

8 1T-01 3 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C 8.5 4.3 3.3 白色 1/2 内外全面に冨・渦巻文

9 括 1 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C皿 8.6 4.9 3.4 白色 4/5 草・蝶文、見込み「寄」字

10 1 T-01 3，4 磁器 腕類 中碗 瀬戸 19cm 9.2 5.2 3.7 白色 2/3 花・蝶文、見込にも文様

11 1T-01 8 磁器 碗類 中碗 瀬戸 19C II 9.6 4.8 3，9 白色 1/3 業・草文、見込に草文

12 1 T-01 6 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C1lI 8.4 4.0 3.4 白色 完形 大葉文、見込にも文様

13 2T 2 磁器 碗類 中腕 瀬戸 19cm 9.8 5.0 3.8 白色 1/.2 花文、異形字、見込に「寿」字

14 2T 3 磁器 碗類 溝手酒杯 瀬戸 19C 6.1 2.7 2.5 白色 3/4 松亀文線絵付け

15 1T-0l 3 磁器 碗類 小碗 肥前 18C? 6.4 3.0 2.7 明灰白色 2/5 草文、鉄分付着、紅猪口の可能性も

16 1 T-01，2T 3 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C 6.2 4.6 3.1 白色 1/2 高高台、庭文様

17 一括 l 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C 6.6 4.7 3.3 白色 完形 庭文様、反対面に震月文

18 2T 2 磁器 碗瀕 小碗 肥前 19C前 7.0 5.2 3.4 灰白色 1/2 唐草様文

19 1T-01 9 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C II 7.4 6.0 3.9 白色 2/3 木枝文

20 1T-01 10 磁器 碗類 小碗 肥前 19C? 4.2 白色 2/5 筒形茶碗、網目文、見込みに商務判様の文様

21 一括 1 磁器 碗類 小碗 肥前 17C末-18C初 6.2 灰白色 破片 端反、染付なし

22 1T-02 3 磁器 碗類 小碗 肥前 17C末-18C初 3.8 灰白色 破片 端反、染付なし

23 2T 2 磁器 碗類 小碗 瀬戸 19C 7.6 4.1 3.4 明灰白色 1/3 型押文、青味かかった柏、染付なし

24 1 T-01 7 磁器 蓋類 碗蓋 肥前 19C? 8.4 2.8 4.1 白色 ほぽ完 書斎?の様子の文様(本、衝立、座卓、硯、筆立

て、筆等)、木の葉文、見込に梅木文

25 一括 2 磁器 蓋類 碗議 瀬戸 19C 9.6 2.5 3.8 白色 2/3 木の葉文・唐草文、見込に変形文字文

26 一括 2 磁器 蓋類 碗蓋 瀬戸 19C1lI 9.2 2.8 3.5 白色 ほぽ完 菊花の連続文今、内面に沈線を併せた染付・見込

みにも文様

27 一括 1 磁器 蓋類 碗蓋 瀬戸 19C 9.2 3.8 2.7 白色 3/4 ニ分割区画内に松・竹・梅文様、紐都に文字文、
見込みに竹葉文

28 2T 2 磁器 鉢類 中鉢 肥前 18C末-19C前 19.0 8.4 7.8 白色 1/5 六角鉢、焼継痕、外商木の葉線文、内面は区蘭を

区切り、扇?と花・藤?の薬文織、見込にも文様

29 001 8 磁器 皿類 小皿 肥前 17C末-18C前 9.6 2.3 5.6 白色 1/2 青磁柚

30 一括 2 磁器 皿類 小皿 肥前 19C前 8.2 白色 2/3 青磁菊花皿、器面ひぴ、焼継、底裏に「ヤJの焼

継マーク

31 1T-01 3 磁器 皿類 小皿 肥前 19C前 10.0 2.3 5.5 白色 ほぽ完 折縁皿、縁錆、見込に風景文

32 2T 1，2 磁器 皿類 五寸皿 肥前 17C前 13.9 3.3 5.8 白色 2/3 蓮花皿、見込に草花文

7 I 33 002， 2T 1，2 陶器 碗類 小碗 京焼系 18C後 8.5 5.1 3.5 明灰褐色 2/3 端反形、外商鉄柏、内面灰紬

34 2T 3 陶器 碗類 中碗 唐津 17C前 5.0 暗灰褐色 1/3 天目碗、黒色軸

35 一括 1 陶器 碗類 中碗 唐津 17C前-18C後 4.8 明褐色 2/3 透明細

36 002 1 磁器 碗類 小碗 相馬 3.8 灰褐色 1/3 透明粕

37 2T 2 陶器 碗類 仏飯器 瀬戸・美浪 19C 4.0 明灰褐色 台部 透明紬

38 2T 3 陶器 鍋類 土鍋 思焼系 6目2 3.5 2.4 暗褐色 1/3 ミニチュア、鉄紬

39 002 l 陶隷 皿類 灯明皿 美濃 18C後 7.1 1.4 3.3 完形 灯明具、鉄鋳軸

40 002 1 陶器 皿類 灯明血 信楽系 8.8 2.0 3.0 明灰褐色 1/2 灯明具、透明稿、スス付着

41 2T 2 陶器 器台類 灯明受皿 美濃 18C後 10.1 2.2 4.0 明灰褐色 1/3 灯明具

42 1T-01 3 陶器 乗燭類 乗燭 在地 19C前 5.0 1.9 2目5褐色 完形 灯明具、タンコロ、スス付着

43 002 1 陶器 乗燭類 乗燭 信楽系 6.0 明灰褐色 3/4 灯明具、透明粕、切り欠きあり、スス付着

44 1 T-01，2T 3 陶器 鉢類 大鉢 唐津 13.7 褐色 破片 ニ島手

45 2T 2 陶器 皿類 中皿 瀬戸・美濃 17C後 25.8 3.7 15.4 灰褐色 1/4 鉄粕掛け分け

46 1T-01 3 陶器 蓋類 急須葦 不明 7.6 2.4 3.0 褐色 完形 下地白色柚、絵付け有、紐部が獅子を象る

47 002 1 陶器 蓋類 土瓶蓋 R焼系 8.2 1.9 3.2 乳褐色 3/4 透明粕

48 2T 2 陶器 蓋類 土瓶蓋 美浪 19C前 7.7 5.7 乳褐色 ほぽ完 鉄鋳柏、櫛歯円文、紐欠損、「丸停」刻印

49 2T 2 陶器 蓋類 土瓶蓋 美濃 19C前 9.7 2.5 7.4 乳褐色 完形 鉄錆執、櫛歯円文、「小勘定」墨書、「チタ西治」

刻印

50 1 T-01 3 陶器 蓋類 急須蓋 不明 5.4 3.0 暗灰色 完形 下地白色、花木幾何文絵付げ

51 1 T-01 3 陶器 鉢類 火入れ 京焼 18C後-19C前 5.4 8目4 6.3 明灰褐色 ほぽ完 灰細、菊・花文絵付け

52 002 1.2 陶器 鉢類 揺鉢 堺 18C後-19C 36.2 14.4 16.0 赤褐色 2/3 鉄錆紬

8 I 53 002 1，2 陶器 鉢類 火鉢 瀬戸 18C後-19C前 18.0 乳褐色 1/3 ルス瓶掛、緑紬流把手付、有孔、植木鉢転用

54 一括 陶器 鉢頬 火鉢 瀬戸 18C後-19C前 20.4 乳褐色 1/4 Yレス瓶掛、鉄錆柚、 トチン痕、三足

55 1 T-01，2T ，002 2，3，1，2 陶器 鉢類 水鉢 瀬戸 19C中 28.8 14.5 18.5 乳褐色 1/2 灰紬、沈線文

56 002 1 陶器 鉢類 水鉢 瀬戸 19C中 22.2 15.7 13.3 乳褐色 3/4 灰柏、沈線文

57 002 1 陶器 鉢類 手水鉢 瀬戸 18C後-19C中 12.9 乳褐色 1/3 際貼り、灰紬地白濁軸掛流し、底部窄孔

58 2T 2 陶器 鉢類 植木鉢 瀬戸 19.4 乳褐色 破片 銅緑柏、浮文

59 括 l 陶器 鉢類 植木鉢 瀬戸 18C後-19C前 乳褐色 破片 鉄紬

9 I 60 1 T-01 3 土器 皿類 かわらけ 11.8 2.2 6.6 暗褐色 糸切底、スス付着

61 1T-02 3 土器 皿類 かわらけ 17C末 10.2 1.8 5.3 灰褐色 2/3 精製カワラケ、底部内外面に一星といわれる黒斑

62 1T-02 4 土器 蓋類 塩焼壷蓑 泉湊 18C前 7.2 2.0 7.6 燈褐色 完形 内面に布圧痕

63 002 2 土器 鉢類 火鉢 19C前 17.8 褐色 1/2 瓦賀、内外面黒色、型押文、 部ミガキ

64 1 T-01 3 土器 鉢類 火鉢 38.2 暗褐色 破片 土師賀、焼成やや不良、器面jlJ落、タガ・型押文

有、口唇部摩滅

65 1 T-01 3 土器 鍋類 土鍋 35.6 明褐色 破片 内耳

66 1 T-01，1 T-02， 12，4，2，1 土器 台類 敷輪 19C前 38.5 4.3 39.8 褐色 1/4 台下面煤ける

2T ，002 

67 一括 1 土器 鉢類 七輸 32.7 明褐色 破片 土師質、スス付着

68 1 T-01 3 土器 七輪部品 さな 9.4 明褐色 1/4 内面火熱、有孔

69 2T 2 土器 七輪部品 五得 13.2 ιl 9.0 明褐色 2/3 内面火熱、内上部にえぐり
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表2 出土石製品・瓦・土製品・金属製品・銭貨一覧表

番号 出土地点 遺物番号 種別 器種 長き 幅 厚き 重さ 材質 色調 調整・備考

70 括 I 石製品 砥石 11.4 8.0 4.0 585 砂岩 育灰色 部欠 表面・ 側縁を使用

71 1T01 3 石製品 砥石 11.6 5.4 4.5 236 砂岩 青灰色 部欠 両面使用

72 一括 l 石製品 砥石 14.5 4.6 5.8 310 砂岩 育灰色 破片 両面・ー側縁使用

73 2T 2 石製品 砥石 10.7 2.7 2.8 94.6 砂岩 黒褐色 一部欠 両面・両側縁使用、一次被熱

74 2T 2 石製品 砥石 7.9 3.0 2.1 68.1 泥岩 乳白色 破片 表面使用

75 1T01 3 石製品 砥石 7.6 5.2 1.1 59.8 凝灰岩 談灰色 ほぽ完 両面・ 側縁使用

76 1T02 3 石製品 鋳型 8.0 3.2 2.5 120 砂岩 灰褐色 完形 内面被熱、湯口・湯逃げ孔・針金固定用

内寸 5.9 1.5 0.4 溝あり

77 2T 2 石製品 鋳型 6.2 2.3 1.5 30.0 砂岩 灰褐色 一部欠 型の外枠部が磨られており、破損後の

砥石転用も考えられる

78 2T 3 石製品 碗 7.5 2.5 0.6 18.5 緑泥片岩 暗緑灰色 ほぽ完

79 2T 2 瓦 軒丸瓦 瓦質 黒灰色 破片

80 2T 2 瓦 軒丸瓦 土師質 褐色 破片

81 一括 1 石製品 火打石 2.7 2.5 。7 7.4 メノウ質 暗褐色 完形 一側縁中央部に使用痕

82 002 1 石製品 碁石 2.0 2.0 0.5 3.8 粘板岩 黒色 完形

83 1T02 2 土製品 今戸人形 3.3 2.7 2.7 13.9 土師質 撞褐色 頭部 接合面で分割

84 2T 3 土製品 人形 4.5 4.2 2.8 24.2 土師質 褐色 部分 猿の相撲、軸がかかる

85 1T02 5 金属製品 切羽 3.2 1.0 2.2 10.8 銅 完形

86 2T 2 金属製品 小東柄 9.3 1.3 0.6 20.7 銅 完形 文様の痕跡あり

87 002 1 金属製品 火箸 17.3 0.8 0.8 23.1 銅 完形 柄の部分に鋸歯文痕跡あり

88 2T 2 金属製品 キセル雁首 (7.4) 1.0 1.0 (6.6) 銅 火皿欠

89 002 1 金属製品 キセル雁首 4.2 1.0 1.9 6.2 銅 完形

90 一括 2 金属製品 キセル吸口 5.2 0.9 0.9 3.4 銅 完形

91 2T 2 金属製品 キセノレ吸口 4.7 0.9 0.9 3.2 銅 完形

92 2T 2 銭貸 一分銀 2.17 1.54 0.10 3.3 銀 完形 「一分鋳」、「定常八銭座」

93 2T 2 銭貨 文久永賓 2.70 孔巾 0.11 2.3 銅 完形 草書、十一波

0.62 
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表3 出土土器類比率グラフ

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

表4 出土土器類器類別比率グラフ

磁器 陶譜 土器 全体
碗類 76.2覧 17.8首 35.1% 
皿類 10.1覧 5.9百 11.1冒 8.5首
事事類 5.0覧 31.9百 38.9首 23.7覧
袋物 2.0見 7.3首 3.6百
鍋類 2.5首 40.2目 10.4百
水注類 13.0首 5.2覧
聾類 11.8首 4.7首
蓋類 2.7首 1.4覧 3.1覧 2.3覧
器台類 0.2覧 2.4覧 0.6首
乗燭類 0.5覧 0.4% 
他 4.0首 7.7覧 4.3% 5.5覧
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金属製品、銭貨
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